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【特集】「酒井家文庫」 知っていますか？

《表紙》
　市立図書館（５階）に設置
したひな祭りの絵本コーナー
に、今年初めてひな人形を飾
りました。その前で、子ども
たちは、折り紙でおひな様を
折ったり、お絵かきをしたり
して楽しく遊んでいました。

（２月 17 日）
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「酒井家文庫」
知っていますか？

小
浜
を
治
め
た
酒
井
氏

　

江
戸
時
代
初
期
の
小
浜
藩

は
、
京
極
氏
が
治
め
て
い
ま
し

た
が
、
一
六
三
四
年
（
寛
永

十
一
年
）、
転
封
（
大
名
の
領

地
の
入
れ
替
え
）
で
、
武
蔵
川

越
藩
主
（
現
在
の
埼
玉
県
）
の

酒
井
忠
勝
が
小
浜
藩
主
に
な
り

ま
し
た
。
そ
れ
以
後
、
廃
藩
置

県
が
行
わ
れ
る
一
八
七
一
年
ま

で
、
小
浜
藩
は
酒
井
氏
の
時
代

が
続
き
ま
し
た
。

　

酒
井
氏
は
、
老
中
や
大
老
を

務
め
た
初
代
藩
主
酒
井
忠
勝
や

京
都
所
司
代
の
酒
井
忠
義
を
輩

出
す
る
な
ど
、
江
戸
幕
府
で
重

要
な
役
割
を
担
い
ま
し
た
。

酒
井
家
文
庫
の
誕
生

　

江
戸
時
代
に
有
力
な
大

名
だ
っ
た
酒
井
氏
は
、
多

く
史
料
を
所
持
し
、
そ
れ

ら
は
東
京
に
住
む
子
孫
へ

受
け
継
が
れ
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
太
平
洋
戦

争
が
始
ま
り
、
そ
れ
ら
を

戦
災
か
ら
守
る
た
め
、
昭
和

十
六
年
、
酒
井
氏
所
有
の
約

二
万
冊
の
史
料
が
本
市
（
当
時

の
小
浜
町
）
に
寄
贈
さ
れ
、
大

量
の
史
料
が
東
京
か
ら
小
浜
へ

運
ば
れ
ま
し
た
。

　

本
市
で
は
、
そ
れ
ら
の
史
料

と
、
昭
和
五
十
二
年
に
寄
贈
さ

れ
た
も
の
を
合
わ
せ
て
「
酒
井

家
文
庫
」
と
し
て
管
理
す
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

酒
井
家
文
庫
と
は　

　

現
在
、
酒
井
家
文
庫
に
は

二
六
、四
四
八
冊
の
史
料
が
保

管
さ
れ
て
い
て
、
国
書
、
漢
籍
、

藩
政
史
料
と
大
き
く
三
つ
に
分

類
さ
れ
ま
す
。

　

国
書
は
、自
然
科
学
や
芸
術
、

文
学
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン

　

市
立
図
書
館
四
階
の
書
庫
内
に
、「
酒

井
家
文
庫
」
と
い
う
史
料
群
が
あ
る
の

を
ご
存
じ
で
す
か
。
江
戸
時
代
に
小
浜

藩
主
だ
っ
た
酒
井
氏
の
子
孫
か
ら
寄
贈

さ
れ
た
、
江
戸
初
期
か
ら
昭
和
初
期
の

史
料
が
約
二
万
六
千
冊
（
枚
）
保
管
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

酒
井
家
文
庫
は
、
杉
田
玄
白
著
「
解

体
新
書
」
の
初
版
本
や
小
浜
藩
の
記
録

な
ど
貴
重
な
史
料
が
あ
り
、
多
く
の
研

究
者
が
利
用
し
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
市
民
の
利
用
は
少
な
く
、

事
前
に
申
請
す
れ
ば
誰
で
も
閲
覧
で
き

る
こ
と
や
存
在
す
ら
知
ら
れ
て
い
な
い

と
い
う
の
が
現
状
で
す
。

　

今
回
は
、
酒
井
家
文
庫
は
ど
う
い
う

も
の
か
紹
介
し
ま
す
。
歴
史
な
ど
に
興

味
の
あ
る
人
は
市
立
図
書
館
に
足
を
運

ん
で
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

　
　
　

市
立
図
書
館
☎
52
・
１
０
４
２

年

項
目

保
管
場
所

 

昭
和
16
年

昭
和
18
年
頃

昭
和
20
年
頃

昭
和
26
年

昭
和
35
年

昭
和
48
年

昭
和
52
年

昭
和
61
年

平
成
３
年

旧
小
浜
藩
酒
井
氏
か
ら
史
料

二
万
冊
が
寄
贈
さ
れ
る

戦
災
を
避
け
る
た
め
、
保
管
場

所
を
移
動

保
管
場
所
を
移
動

小
浜
市
が
発
足
し
、
新
庁
舎
に

史
料
を
移
動

市
立
図
書
館
が
開
館

市
立
図
書
館
内
に
書
庫
を
設
置

し
て
史
料
を
移
動

酒
井
氏
か
ら
残
り
の
史
料
が
寄

贈
さ
れ
る

酒
井
家
文
庫
綜
合
目
録
が
完
成

つ
ば
き
回
廊
業
務
棟
内
に
市
立

図
書
館
が
移
動
し
、
史
料
も
同

時
に
移
動

旧
雲
浜
図
書
館
（
簡

易
裁
判
所
内
）

長
英
寺
（
太
良
庄
）

と
門
前
の
個
人
宅

天
理
教
北
陸
大
教
会

（
千
種
二
丁
目
）
や
、

旧
酒
井
会
館
（
文
化

会
館
敷
地
）

市
役
所
庁
舎

市
立
図
書
館
（
働
く

婦
人
の
家
敷
地
）

市
立
図
書
館
（
小
浜

白
鬚
）

酒
井
家
文
庫
の
流
れ

ル
が
あ
り
、
小
浜
藩
の
藩
医
杉

田
玄
白
が
翻
訳
し
た
「
解
体
新

書
」
の
初
版
本
な
ど
が
あ
り
ま

す
。

　

漢
籍
は
漢
文
で
書
か
れ
た
史

料
で
、
小
浜
藩
校
の
順
造
館
の

教
授
が
自
ら
の
勉
強
の
た
め
に

書
き
写
し
た
も
の
が
多
い
の
が

特
徴
で
す
。

　

藩
政
史
料
は
、
小
浜
藩
主
伝

来
の
史
料
で
、
小
浜
藩
の
記
録

や
幕
府
・
朝
廷
に
関
す
る
も
の

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、「
酒
井

家
編
年
史
料
稿こ
う
ほ
ん本
」
八
一
六
冊

や
絵
図
類
二
五
七
点
が
あ
る
な

ど
、
県
内
の
歴
史
資
料
の
中
で

も
特
筆
す
べ
き
史
料
群
で
す
。

　

こ
れ
ら
に
加
え
て
、
小
浜
出

身
の
国
学
者
伴
信
友
の
自
筆
稿

本
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
の
も

特
徴
で
す
。

酒井家文庫内

①

②

③

④

⑤

⑥

写真の史料を知っていますか？正解は４ページ

史料を閲覧する利用者
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史
料
の
修
繕

　

酒
井
家
文
庫
の
史
料
は
、
四

階
の
耐
火
書
庫
の
中
で
、
湿
度

を
調
整
し
な
が
ら
、
大
切
に
保

管
、
管
理
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
昭
和
の
戦
乱
中
、

戦
災
を
避
け
よ
う
と
保
管
場
所

を
点
々
と
し
た
た
め
、
史
料
の

状
態
は
悪
く
、
虫
食
い
が
進
む

な
ど
し
て
大
部
分
が
修
繕
を
必

要
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
本
年
度
は
国
の

補
助
を
受
け
、
重
要
性
の
高
い

　
　

酒
井
家
文
庫
に
は
こ
ん
な
史
料
が
！

五
十
四
点
を
修
繕
し
ま
す
が
、

こ
れ
ら
の
貴
重
な
財
産
を
後
世

に
残
し
て
い
く
た
め
に
は
、
残

り
の
史
料
も
早
急
な
修
繕
が
必

要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

閲
覧
で
き
ま
す

　

酒
井
家
文
庫
の
閲
覧
申
請

は
、
年
間
三
十
件
ほ
ど
あ
り
ま

す
が
、
利
用
す
る
人
は
、
ほ
と

ん
ど
が
市
外
の
研
究
者
で
す
。

　

酒
井
家
文
庫
の
史
料
は
、
事

前
に
申
請
を
す
れ
ば
、
閲
覧
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
歴
史
に

興
味
が
あ
る
人
、
研
究
に
役
立

て
た
い
人
、
小
浜
の
歴
史
、
文

化
に
触
れ
て
み
た
い
人
は
、
ぜ

ひ
市
立
図
書
館
に
足
を
運
ん
で

く
だ
さ
い
。

　酒井家文庫には、歴史を知る上で貴重な本が数多くあるんで
すよ。それらの史料の所在を全国に向けて明らかにするのが、
この文庫を管理する市の役割のひとつだと思います。10 年以上
の歳月がかかりましたが、譲り受けた約２万６千冊すべての目
録を作りました。目録ができたことによって、史料の検索が簡
単になり、この文庫の利用者も増えたんですよ。酒井家文庫の
研究が進むことを願います。
　酒井家文庫の史料は読むには難しいですが、明治時代以降の
雑誌など、見るだけでもおもしろいものがたくさんあります。
これらの史料は、専門家だけではなく、もっと市民にも活用し
てもらいたいですね。

　20 年くらい前から酒井家文庫の史料を利用しています。その
中で、特に多いのは小浜藩に仕えていた江戸時代中期の儒学者、
西
にしよりせいさい

依成斎の尺
せきとく

牘（手紙）ですね。成斎の書はとても優れている
ので、その史料を探していたんですよ。たどり着いた先は、地
元の市立図書館で、酒井家文庫に原本が 106 通も残っていたの
でびっくりしました。自筆の原本は、成斎の人となりを調べる
のには一級史料なので、とても勉強になりました。
　市が酒井家文庫を管理しているというのは非常にありがたい
ですね。これらの史料は歴史の証人です。小浜市の宝である酒
井家文庫を後世にも伝えられるよう、今後もしっかり管理して
ほしいですね。

小畑　昭八郎さん
（水取・77歳）
元市立図書館長

岸本　三次さん
（泊・56歳）
高校教諭

破損が激しい史料

和
英
語
林
集
成

　

ヘ
ボ
ン
著
の
和
英
辞
典
の
初
版
本
で
、
日

本
の
初
期
の
英
語
教
育
に
大
き
く
貢
献
し
た

重
要
史
料
で
す
。
当
時
は
か
な
り
高
価
だ
っ

た
た
め
、
あ
ま
り
市
場
に
は
出
回
ら
ず
、
全

国
で
も
数
え
る
ほ
ど
し
か
現
存
し
て
い
ま
せ

ん
。

新
撰
百
人
一
首

　

明
治
十
六
年
に
出
版
さ
れ
た
史
料
で
、
百

人
一
首
の
句
と
そ
の
解
説
が
掲
載
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

文
庫
内
で
は
数
少
な
い
、
赤
色
や
青
色
な

ど
を
使
う
色
彩
豊
か
な
史
料
で
す
。

徳
川
家
光
書
状

　

徳
川
家
光
が
酒
井
忠
勝
に
あ
て
た
自
筆
の

書
状
で
、
家
光
が
忠
勝
に
全
幅
の
信
頼
を
寄

せ
た
こ
と
が
わ
か
る
貴
重
な
手
紙
で
す
。

　

家
光
の
自
筆
の
書
状
は
、
全
国
で
十
通
ほ

ど
し
か
確
認
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
一
通
を

酒
井
家
文
庫
で
保
管
し
て
い
ま
す
。

日に
ほ
ん
さ
ん
か
い
め
い
さ
ん
ず
え

本
山
海
名
産
図
会

　

ブ
リ
や
カ
ツ
オ
、
エ
ビ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

種
類
の
漁
法
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
史
料
で
す
。

中
に
は
、
若
狭
か
れ
い
漁
や
そ
の
製
法
な
ど

も
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

由ゆ
い
し
ょ
が
き

緒
書

　

家
系
図
を
よ
り
詳
し
く
し
た
も
の
で
、
小

浜
藩
で
上
級
の
家
臣
の
素
性
や
経
歴
が
記
し

て
あ
り
ま
す
。
自
分
の
先
祖
が
小
浜
藩
に
関

わ
っ
て
い
る
場
合
、
由
緒
書
が
残
っ
て
い
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

形け
い
え
い
や
わ

影
夜
話

　

一
八
一
〇
年
に
出
版
さ
れ
た
杉
田
玄
白
の

随
筆
で
す
。
玄
白
が
藩
医
と
し
て
江
戸
に
滞

在
し
て
い
た
と
き
に
、
感
じ
た
こ
と
を
思
い

つ
く
ま
ま
に
書
い
た
そ
う
で
す
。
玄
白
の
随

筆
と
し
て
有
名
な
「
蘭
ら
ん
が
く
こ
と
は
じ
め

学
事
始
」
と
同
じ
く

ら
い
重
要
な
史
料
で
す
。

①③

④⑥

⑤

②
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ー
投
票
所
、
投
票
時
間
ー

　

▼
市
役
所
四
階
大
会
議
室

　

▼
８
時
30
分
〜
20
時

郵
便
投
票

　
　

体
に
重
い
障
が
い
が
あ
る
な
ど
の
理

　

由
で
投
票
所
に
行
く
こ
と
の
で
き
な
い

　

人
が
投
票
で
き
ま
す
。

ー
投
票
用
紙
請
求
期
限
ー

【
知
事
選
、
県
議
選
】
４
月
６
日
㊌

【
市
議
選
】
４
月
20
日
㊌

※
障
が
い
の
程
度
や
投
票
の
手
続
き
な
ど

　

に
細
か
い
定
め
が
あ
り
ま
す
。
投
票
用

　

紙
は
、
市
選
挙
管
理
委
員
会
へ
請
求
し

　

て
く
だ
さ
い

不
在
者
投
票

　
　

長
期
の
出
張
な
ど
、
何
ら
か
の
理
由

　

で
小
浜
市
内
に
い
な
い
場
合
、
滞
在
地

　

市
町
村
の
選
挙
管
理
委
員
会
で
投
票
す

　

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
　

ま
た
、
県
選
挙
管
理
委
員
会
が
指
定

　

す
る
病
院
や
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
に
入
院

　

ま
た
は
入
所
し
て
い
る
人
は
、
施
設
で

　

投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
　

不
在
者
投
票
を
希
望
す
る
場
合
は
、

　

お
早
め
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

①
小
浜
市
役
所

　

清
滝
、
津
島
、
多
賀
、
鈴
鹿
、
塩
竃
、

　

生
玉
、
玉
前
、
広
峰
、
酒
井
、
駅
前
町
、

　

今
宮
、
川
崎
、
南
川
町
、
後
瀬
町
、
大

　

手
町
、
四
谷
町

②
若
狭
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　

白
鬚
、
竜
田
、
住
吉
、
神
田
、
大
宮
、

　

男
山
、
日
吉
、
鹿
島
、
白
鳥
、
浅
間
、

　

大
原
、
香
取
、
飛
鳥
、
貴
船
、
青
井

③
交
流
タ
ー
ミ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー

　

上
竹
原
、
関
、
一
番
町
、
千
種
一
丁
目
、

　

千
種
二
丁
目
、　

雲
浜
一
丁
目
、
雲
浜

　

二
丁
目
、
城
内
一
丁
目
、
城
内
二
丁
目
、

　

山
手
一
丁
目
、
山
手
二
丁
目
、
山
手
三

　

丁
目
、
水
取
一
・
二
丁
目
、
水
取
三
・
四

　

丁
目

④
西
津
保
育
園

　

堀
屋
敷
、
板
屋
町
、
小
湊
、
大
湊
、
北

　

塩
屋
、
西
長
町
、
北
長
町
、
西
津
福
谷
、

　

新
小
松
原
、
下
竹
原
、
小
松
原
川
東
、

　

小
松
原
川
西

⑤
久
須
夜
交
流
セ
ン
タ
ー

　

甲
ヶ
崎
、
阿
納
尻
、
加
尾
、
西
小
川
、

　

宇
久
、
若
狭
、
仏
谷
、
阿
納
、
犬
熊
、

　

志
積
、
矢
代

⑥
堅
海
児
童
セ
ン
タ
ー

　

堅
海
、
泊

⑦
田
烏
小
学
校

　

田
烏

⑧
国
富
保
育
園

　

丸
山
、
羽
賀
、
奈
胡
、
熊
野
、
次
吉
、

　

栗
田
、
高
塚
、
太
良
庄
、
江
古
川
、
北
川

⑨
宮
川
公
民
館

　

大
戸
、
竹
長
、
本
保
、
大
谷
、
新
保
、

　

加
茂

⑩
松
永
公
民
館

　

東
市
場
、
太
興
寺
、
平
野
、
上
野
、
四

　

分
一
、三
分
一
、
門
前
、
池
河
内

⑪
遠
敷
児
童
セ
ン
タ
ー

　

検
見
坂
、
池
田
、
島
、
市
場
、
中
村
、

　

国
分
、
金
屋
、
竜
前
、
神
宮
寺
、
忠
野
、

　

中
の
宮
、遠
敷
一
・
二
丁
目
、遠
敷
三
・
四

　

丁
目
、
遠
敷
五
丁
目
、
遠
敷
六
丁
目
、

　

遠
敷
七
・
八
丁
目
、
遠
敷
九
・
十
丁
目

⑫
旧
下
根
来
小
学
校

　

下
根
来
、
上
根
来
・
中
の
畑

⑬
今
富
小
学
校
（
新
体
育
館
）

　

府
中
、
和
久
里
、
木
崎
、
多
田
、
生
守
、

　

野
代
、
尾
崎
、
湯
岡
、
伏
原
、
生
守
団
地

⑭
口
名
田
保
育
園

　

東
相
生
、
西
相
生
、
上
中
井
、
下
中
井
、

　

滝
谷
、
口
田
縄
、
新
滝
、
奥
田
縄
、
須

　

縄
、
谷
田
部

⑮
中
名
田
小
学
校

　

小
屋
、
上
田
、
下
田

⑯
ふ
る
さ
と
文
化
財
の
森
セ
ン
タ
ー

　

和
多
田
、
深
野
、
深
谷

⑰
東
勢
ふ
れ
あ
い
会
館

　

東
勢
、
西
勢

⑱
加
斗
小
学
校

　

荒
木
、
黒
駒
、
法
海
、
下
加
斗
、
上
加

　

斗
、
岡
津
、
鯉
川

投票所と投票区域

投
票
入
場
券

　
　

入
場
券
は
郵
送
で
お
届
け
し
ま
す
。

　

投
票
の
際
は
入
場
券
を
お
持
ち
く
だ
さ

　

い
。
も
し
、
入
場
券
が
届
か
な
い
と
き

　

や
紛
失
し
た
と
き
は
、身
分
証
明
書（
運

　

転
免
許
証
な
ど
）
を
持
っ
て
各
投
票
所

　

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
知
事
選
、
県
議
選
】
３
月
下
旬
発
送
予
定

【
市
議
選
】
４
月
中
旬
発
送
予
定

開
票

　
　

投
票
日
即
日
開
票
で
、
21
時
か
ら
市

　

民
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
す
。

期
日
前
投
票

　
　

投
票
日
に
仕
事
や
旅
行
、
病
気
な
ど

　

で
投
票
に
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
人
は

　

期
日
前
に
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ー
投
票
期
間
ー

【
知
事
選
】
３
月
25
日
㊎
〜
４
月
９
日
㊏

【
県
議
選
】
４
月
２
日
㊏
〜
４
月
９
日
㊏

【
市
議
選
】
４
月
18
日
㊊
〜
４
月
23
日
㊏

◆
当
日
投
票
で
き
な
い
人
◆

広報おばま　平成 23. 3❻

４月 10日㊐
福井県知事・県議会議員選挙
４月 24日㊐
小浜市議会議員選挙

2011統一地方選挙

投
票
日

【
知
事
選
、
県
議
選
】
４
月
10
日
㊐

【
市
議
選
】
４
月
24
日
㊐

ー
投
票
時
間
ー

　

７
時
〜
20
時

　
（
７
ペ
ー
ジ
の
⑥
⑦
⑫
は
７
時
〜
19
時
）

投
票
で
き
る
人

　
　

投
票
日
現
在
で
満
年
齢
が
20
歳
以
上

　

の
人
が
投
票
で
き
ま
す
。

【
知
事
選
、
県
議
選
】

　
　

平
成
３
年
４
月
11
日
以
前
に
生
ま
れ

　

た
人
で
、
平
成
22
年
12
月
23
日
（
県
議

　

は
12
月
31
日
）
以
前
に
小
浜
市
の
住
民

　

基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
、
そ
の
後
引
き

　

続
き
三
カ
月
以
上
小
浜
市
に
住
ん
で
い

　

る
人

【
市
議
選
】

　
　

平
成
３
年
４
月
25
日
以
前
に
生
ま
れ

　

た
人
で
、
平
成
23
年
１
月
16
日
以
前
に

　

小
浜
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
、

　

そ
の
後
引
き
続
き
三
カ
月
以
上
小
浜
市

　

に
住
ん
で
い
る
人

　今回で 17 回目となる統一地方選
挙。告示日は知事選が３月 24 日㊍、
県議選が４月１日㊎、市議選が４月
17日㊐です。
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